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演習(10)解答例 

１．F = [e
x
siny, e

x
cosy, cosz]，曲面 Sを円柱 x

2
 + y

2
 ≤ 4, –2 ≤ z ≤ 2 の表面としたとき，面積分

 
S

dAnF をガウスの発散定理を用いて計算しなさい．ただし，面 Sは発散定理の仮定のよ

うに向きづけられているものとする． 

【解】面 Sを境界とする円柱を Tとする．  
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となるから，ガウスの発散定理より 
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積分計算において，適宜，途中点を与えた． 


